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１．はじめに 

木材は、二酸化炭素を吸収して成長することか

ら地球温暖化防止に有効な材料である。木材を建

物に使うことで林業の振興につながり、森林を育

成することで土砂崩れなどの災害防止にもつなが

る。住み心地という点でも湿度調整に優れており、

地場の職人の技術を活用することで技術者の育成

や地場産業の活性化が期待できる。 

わが国の建築基準法は、防火上の観点から3階建

ての学校について耐火建築物とすることを義務付

けているが、2010年10月に施行された公共建築物

等における木材の利用の促進に関する法律におい

ては、建築基準の規制について必要な研究の上で

見直すよう求められている。 

 このような背景から、一定の仕様等を満たす場

合は、より木材が使用しやすい準耐火建築物でも3

階建て学校を建てられるように建築基準を見直す

ため、建築研究部では2011年より木造3階建て学校

に関する技術基準の整備に必要なデータを収集し、

基準原案を作成するための研究を開始した。 

 

２．実大火災実験のねらい  

 現在、3階建て学校の柱や壁等の構造部材には、

1時間加熱終了後も、壊れない、熱を通さない、亀

裂等を生じないという耐火性能が要求されている

が、木材利用の観点からは適用できる仕様が限ら

れる。木材利用を推進する上では、可燃性の木材

でも実現が容易な加熱中に限って性能を要求する

準耐火性能に加え、火災安全上必要な要求内容（一

定の仕様等）を実大実験等により明らかにする。

例えば、倒壊等による影響を少なくするための周

辺空地を確保すること等が現時点で想定される。 

まず、学校の調査に基づいて木質内装等の仕様

を想定し、次に部材試験や教室規模の火災実験に

より性能を明確にした仕様に基づいて、実際の建

物を所内敷地に建設して火災実験を行う（写真１）。 

この実験は、過去に例のない規模であるため予

備実験と位置づけ、その結果を踏まえて仕様や実

験方法を調整した上で、2012年に基準化を想定し

た仕様による実大火災実験を行う予定である。 

 実大火災実験では、実大規模の建物を用いた火

災実験でなければ確認できない建物全体の火災拡

大過程や煙流動、建物周囲へ与える飛び火や放射

熱の程度、建物の倒壊等の発生の有無と程度等に

ついての知見を得ることをねらいとしている。 

 

３．おわりに 

以上2回の実大火災実験の成果等を活用して、木

造3階建て学校に必要となる火災安全性を確保す

るための基準原案をとりまとめる予定である。 

 

 

写真１ 木造3階建て学校実験建物 
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１．研究の背景

雨水浸入防止については､平成21年10月に施行

された住宅瑕疵担保履行法における円滑な運用に

資する検討とともに､将来の技術基準化に向けて

の雨水浸入防止策の検討が求められている。また､

外装材から雨水が浸入して躯体材や接合部材が著

しく劣化する事例も報告されており､外装材の留

め付け力が低下して地震の際に外装材が脱落した

場合､防火性や耐震性に影響を及ぼす。従って国総

研では､居住者の安全性や資産を確保する観点か

ら､各種の設計・施工実態調査、雨水浸入状況調査､

屋外曝露試験、促進劣化試験を実施してきたが､

ここでは､強風雨実験の一部について報告する。

２.実験概要

2.1試験体

試験体は､構造躯体を在来軸組構法､外装を窯業

系サイディングによる通気構法とした。主な対象

部位は､雨水浸入事例が多い､軒天井の無い屋根と

外壁の取り合い部､及びバルコニーである。

2.2実験方法

本実験は､木造住宅の試験対象部位に台風等の

強風雨を受けることを想定したものであり､１分

間あたり32Lの水量で撒水しながら､風速5m/sから

20m/sに至るまで､5m/s毎に各々15分間にわたり風

雨を与えた。撒水方向は､屋根と外壁の取り合い部

については軒側とけらば側（軒と直交方向）の各

１方向､バルコニーについては屋外正面側からと

した。

写真１ 強風雨実験の試験体及び実験状況

３.主な実験結果

通気層内に雨水が浸入しても通常は透湿防水シ

ートがあるため､容易に壁内へ雨水浸入すること

はないが､本実験で使用した透湿防水シートは､層

構成等の影響により､横張りした際の上下が捲れ

やすく､また､土台水切りとの間にテープを施して

いない為､風速5m/sで透湿防水シートと土台水切

りの隙間から壁内へ雨水浸入する様子が観察され

た。（図１参照）

図１ 透湿防水ｼｰﾄの捲れによる雨水浸入

最近､斜線制限や意匠上の傾向から、軒の出及び

けらばの出が少ない屋根が多くなっており、外壁

面の雨掛かりが多くなると共に､軒廻りの防水処

理が困難となり､雨水浸入する事例が多く､本実験

でも風速5m/sで雨水浸入が生じ､軒の出及びけら

ばの出を充分に確保する必要性が確認された。ま

た､外壁と屋根の取り合い部は､長期的な防水性能

を確保する為、シーリングだけに頼らず､板金を適

切に施すことが重要である。透湿防水シートは､

土台水切りとの間に防水テープを施し､躯体材の

劣化を防ぐことが重要である。今回､バルコニーの

実験では､FRPとサッシの間で雨水浸入が生じなか

ったが､サッシの開閉､地震､常時微動等の振動が

ある為､別途､長期的な影響を検討する必要がある。
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